
（別紙３）

～ 2024年12月1日

（対象者数） 31 （回答者数） 14

～ 2024年12月11日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

各児童生徒の発達段階や障がいの程度、進路に基づき、
必要な支援内容を分類した上で、より充実した卒業後の
生活に向けて適切な支援を行う。

2

レクリエーションを通して得た社会的スキルを用いなが
ら、プログラム自体の司会進行も任せていくことでより
自主的な取り組みを促すことができる。

3

子ども達に積極的に何を作りたいかアイディアを取り入
れながら、より就労を意識した物作りに取り組む。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

内浜公民館だけでなく他に交流が出来る場所を増やす

2

3

地域交流の機会が少ない 交流できる場所や機会が少ない

ハック独自のレクリエーションプログラム（運動プログ
ラム、社会性向上に繋がるレクリエーションの実施）

それぞれが運動プログラム（体感トレーニング・色タッ
チゲーム・オセロゲーム）等考えた後に、事業所内で更
に内容やルール等について皆で伝えながら、より良いプ
ログラムへアイディアを出し取り組んでいる。

工程に難易度が求められる制作 制作で（コースター・キャンドル・プラバン等）高学年
の子ども達の機能に合わせたプログラムを考え取り組ん
だ。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

発達段階を意識した支援内容 小学校高学年～中高生向けのデイサービスのため、チー
ムワークや連携、連帯を実感・実践できる活動内容に
し、支援している。

○事業所名 ハックスペースこっしー

○保護者評価実施期間 2024年11月25日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2024年12月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　2月　12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表
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